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(Abstract)

The volcanic activityof Hakone volcano has been observed by means of the high sensitive

seismometrical network. Herein discribetables of seismic frequency of the volcano observed between

January and December 1969, including the pattern of the seismic frequency and the relation between

the amplitude and the frequency. A map showing the distributionof epicenters of the earthquakes

is also given.

神奈川県温泉研究所　神奈川県小田原市南町2－4-45

箱根温泉供給株式会社　神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1251

神奈川県温泉研究所報告第11号（1970）, 1－24.



　２

まえがき

　箱根火山における地震活動調査を昭和44年も引きつづき実施した。昭和43年６月～７月には小規

模な群発地震が発生し有感地震も32簡記録したが，昭和44年１月～12月までの地震活動は比較的平

穏であった。全期間を通じて箱根火山及びその周辺に震源を有する地震総数は529箇であり，そのう

ち有感地震はわずか７箇であった。

　観測方法，観測地点は従来通りであるが昭和44年11月より箱根地震観測所に深さ50mのポーリン

グをして地中地震計を増設した。連続観測地震計は次の３種類である。

　(１)箱根地震観測所内の石本式３成分加速度計，感度2 gal/mm。

　(2)温泉荘(Pi),ニノ平(P2),小塚山(Ps)。神山(Pa)の水平動変位4000倍電磁地震計。

　(３)大涌谷および箱根地震観測所における上下動地中地震計。

地中地震計について

　地表における人工的な震動で地震記録がみだされることが多い。これをさけるために地中地震計

を新しく考案し，昭和43年度大涌谷に設置し，多大の成果をおさめた。　昭和44年度では箱根地震観

測所より約50mの地点に深さ50mのボーリング孔を作り上下動4.5Hzの換震器を設置し11月20日よ

り連続観測を開始した。

　観測結果はいずれも初動が明瞭で震源決定，初動方向等の調査に有効である。　図１に代表的な地

中地震計の記録と比較のために観測点の近い小塚山，二の平の地表地震計の記録を示した。

地表地震計記録では初動部分が不明瞭であるが地中地震計では極めて明瞭であることがわかる。

図１　地中地震計記録と小塚地震計，二の平地震計記録の比較



図２　地表と地中の常時微動の比較 図３　地表と地中の常時微動振巾の比較

　図２に示した記録は，地中地震計を設置した揚合，どの程度地表の人工的震動が除去されたかを

表わすものである。　上図は地表面に２台の同種の上下動換震器を並べて記録させたもので特性や倍

率がよく合っていることがわかる。　下図は増巾器の特性，倍率等を変えずに１台の換震器を50mの

孔底におろした記録である。明らかに地巾地震計の方が人工的震動が少なくなったことがわかる。

　図３はこの地表と地中との同時観測結果から人工的震動が地中では，その振巾が約1/10になるこ

とを示したもので，縦軸に振巾，横軸にその周期をとってある。

　次にこの人工的m仙のうちどの部分が一番よく除去されたかを解析したのが図４である。縦軸に

回数をとり機軸に波形のmmをとると, 0.1砂前後のものが除去された様子が出ている。

　図５は今まで連続観測して来た地表の水平動電磁式地震計と上下動地中地震計の総合特性を比較

して示したものである。



図４　地表と地中の常時微動の周期別比較 図５　上下動地中地震計と水平動地表地

　　　震計の総合特性

昭和44年１月よりi2月までの箱根火山地震活動

　全期間を通じて箱根火山地震は比較的平穏であった。この活動の様子を図６に示した。５日間の

地震の和を観測点別に示したが,特に１ヶ所だけ多く火山性地震を感知しているということはなく，

一様に平穏であったことがわかる。次にこの一年間を３ヶ月毎に（Ｓ－Ｐ）分布図を作ってみると

図７になり，ほとんど同じ傾向になることから，ある地域に集中して発生していることも考えられ

ず，又ある時期に群発していることもないことになる。全期間とも２秒以下とそれ以上の（Ｓ－Ｐ）

時間に別れる。前者はあきらかに箱根巾央火口丘附近の地震であり，後者の地震は箱根外輪山より

外のものである。この傾向は前年までと変らない性質である。

図６箱根火山地震の頻度

　　高倍率地震計に記録された5 n間の地震回数



図７　箱根火山地震の（S-P）時間分布

　　　　　　　　　　　　　　図8 箱根火山地震の振巾別頻度

　石本一飯田の係数mを３ヶ月毎に求めてみると図８の様になる。　このうち特に７月～９月の係数

ｍが3以上となり，微小地震がこの期間に特に多かったことがわかる。

　全期間を通してのｍは2.85±0.04となり例年の値と有意義な差はみとめられない。

　次にこの一年間に発生した地震のうち比較的大きく（Ｓ－Ｐ）時間が約２秒以下のものについて震

源を求めた。図９に震源分布の平面図と断面図を示した。この分布も例年の傾向と同じである。比

較のために昭和43年の震源分布を白丸で示してある。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

図９　箱根火山地震の震源分布（＠昭和44年　○昭和43年）



　表１は一年間の箱根火山地震の観測結果である。
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表１　　昭和44年１月１日よりi2月31日の箱根火山地震
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